
私の教育原理

放射線教育フォ ー ラム理事 加藤和明

筆者には今日の情況はっまびらかでないが、 大学卒業時の知

識 に 照 ら す と 、 小 ・ 中 ・ 高校で教鞭を執るには教師の免状が必

要 で あ り 、  そのためには教育原理の授業を受けて単位を取得し

な け れ ば な ら な い こ と に な っ て い る 。 こ の " 足 初n " ( ? ) は 、 大

学や大学院で教鞭を執るものには課せられていない。 見方に依

れば大学/大学院の教師というのは就くのが最も容易な職業で

ある。そんなわけで、筆者も大学教師として生計を立てている。
奉 職 先 に 限 つ た こ と で は な ぃ が 、  授業の上手い 教 師 も ぃ れば

そ う で な ぃ の も ぃ る 。 し か し 、 教 育 原 理 を 履 修 し て い る か い な

い か は 、 授 業 の 巧 拙 に あ ま り 関 係 は な い よ う に 見 え る 。 連 れ 合

いの父親の専門がいわゆる教育学で、 結婚した頃には某国立大

学で教育学部長を務めていた。 書斎に教育原理と題した書物が

あったので司見いてみたことがある。 中身については殆ど記憶に残 つ て い な い 。  4 0 年 近 く 時 間 が

経 つ て し ま っ た 所 為 も あ る か も 知 れ な い が 、  よ ほ ど 印 象 が 薄 か っ た の で あ ろ う 。 今 思 い 起 こ す こ

と が で き る の は 、  「僕の教育原理は"学問の面白さを教えることです"」 と 、 岳 父 で あ る 、  この教育

の専門家に向かって生意気に言い放つたコトだけである。 彼はニコニコ聞いているだけだった。

私のこの教育原理は今も変わっていない。 24年余在職した前の職場での官職名は 「文部教官」
で あ っ た 。  教育者の端くれだったのである。 実際に面倒見た学生は京都大学と東北大学から委託

を受けた博士課程の学生2名だけであったが、 あちこちの大学で非常勤講師を頼まれたので、 教

壇に立つ機会は少なからずにあった。 純粋に教師業をやっているのは7年半前からであるが、 実

は、最初の就職先でも 「原子炉研修所」 と い う 名 の 学 校 で 授 業 を 持 た さ れ て い た こ と が あ る 。 こ

の間、 私の教育原理は一貫して上記のものであった。

人間、 年を取るに っれf真固 に な る よ う な の で 、  多分死ぬまで私の教育原理は変わらないものと
思われる。

分析して考えて見ると、 この考えは、勉強というものの本質は独学にあるとの信念に由来する。

最近の学生は、 試験のできが悪かったりすると、先生の教え方が悪いのだといつて文句を付けに

来たりする。何かを調べさせても、interne tで調べたけど出てきませんでした、などと嘯いている。

すべてに受け身で頭を使おうとしない。 行 動 の 指 導 原 理 は メ ダ カ の そ れ と 変 わ ら な い 。大勢の流

れ に 身 を 委 ね る だ け で あ る 。 群 れ て 行 動 す る こ と が 個 体 や 種 に と っ て の リ ス ク を 低 減 化 す る 一 つ

の方法であるというのは、我々の先祖が長い時間掛けてDNAに刷り込んできた経験的な知恵なの

だ か ら 、  本能の命に従うことを行動の指導原理としている若者達には違和感がないのである。 自

分 の 頭 で 考 え る 力 を 身 に 付 け さ せ 、 分 か る と い う こ と は 納 得 す る こ と だ と 教 え こ ま な け れ ば 、  こ

の 国 は 減 ん で し ま う の で は な い だ ろ う か 。 行 き 着 く 先 が 「ハ ー メルンの笛吹き 」 と な ら な い こ と

を祈るばかりである 。 (茨城県立医療大学)



放射線・放射能ものしり手概

元素発見物語より
(理論放射線研)大野新一

万物は水からできている

公式に認められたわけではないが, 歴史的な元

素発見第一号は紀元前 6 世紀のター レ ス の も の

で あ ろ う 。  「 万 物 は 水 か ら で き て い る 」 と い う も

ので, 水さえあればあらゆる物質ができると考え

た。水があれば植物が育ち,動物がそれを食べ,

動物や植物は火と煙(空気)をだしてもえ, その跡

に土(灰)が残る。 し か し こ れ だ と 水 で な く て も ,

火 か ら 始 め て も , ま た 空 気 か ら 始 め て も , 同 じ よ

うに説明がっく。激しい議論の末に, シ シ リ ァ 島

出身エンベドクレスによる妥協案が提出された。

水 , 空 気 , 土 , 火 の 四 元 素 説 で あ る 。 さ ら に ア リ

ス ト テ レ ス は ,  四元素の基本にあるものとして根

源 物 質 ( 第 1 質 料 ) を 考 え , こ れ と 冷 温 湿 乾 の 4

種の働きで感知できる水, 空気, 土, 火があらわ

れ, さらにその組合わせによって1種々 の物質がで

き,  さまざまの現象が起こると考えた。 これが中

世を通じて受け継がれ, 錬金術の基礎となった。
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イ ン ド で は , す で に 前 6-7 世 紀 , カ ピ ラ を 開

祖とするグループ が 万 物 は 火 , 土 , 風 , 水 の 四 大

から生じると考えていた。釈迦(BC565-BC484)

は, こ れ に 「 空 」 ( 何 も な い 状 態 ) を 加 え , 仏 教

哲学の根源とした。 「 空 」 は , 西 遊 記 に 出 て く る

三蔵法師のモデルになった玄奘がサンスクリット

語 か ら 中 国 語 に 訳 し た も の で あ る 。 こ の 「 空 」 を

ア リ ス ト テ レ ス の 「 根 源 物 質 」 に 対 応 さ せ , そ し

て 仏 教 に お け る 「 色 ( し き ) 」 ( 形 に 見 え る , 感 覚

で 認 識 で き る , 壊 れ る も の ) を 四 大 ( す な わ ち 水

火土風) と受相行識 (すなわち感覚・表象・意志・

知識) に対応させると,  般若心経が理解しやすい

というのは故槌田竜太郎先生の説であった。
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すなわち四元素をはじめとする物質世界は根源物

質 ( = 空 ) の 異 な っ た 顕 現 に ほ か な ら な い と い う 。

さ ら に 心 経 は 続 く :

是諸法空相 不生不滅 不垢不浄 不増不滅

全 て の こ と  (物質界・精神界) を 「 空 」 の 相 ま で

還元すれば,不生不滅で変化しないと言う(槌田:

岩波講座「現代化学」I I .A1 9 5 6 )。以後,私には

このお経を読むのが楽しくなった。

万物は原子と空虚からできている

一方, 原子について最初に詳しく論じたのはデ

モ ク リ ト ス ( B C 5 世 紀 ) で あ る が , そ の 根 底 に

はピタゴラス派の数と図形の関係についての徹底

した考察があった。 そしてあらゆるものを幾何学

で理解するというプラトンにひきつがれた。 プラ

トンは2種類の基本三角形(いわゆる三角定規)を

土台として5つの正多面体を考え,それぞれを四

元 素 の 水 , 火 , 土 , 空 気 に あ て は め , そ し て そ れ

らが相互に変換することを論じた。

元素と原子

元 素 の 概 念 は , タ ー レ ス , エ ン ベ ド ク レ ス , ア

リ ス ト テ レ ス , 錬 金 術 者 , ボ イ ル の 流 れ を く み ,

他 方 , 原 子 の 概 念 は , デ モ ク リ ト ス , プ ラ ト ン ,

ニ ュ ー トンの流れを汲む。 それは物質の変化に注

目するか, それとも物質の構造に注目するかの違

い で も あ る 。  あるいは化学と物理の違いとも云え

る。 「原子」が実体であるのに, 「元素Jは抽象

的な概念である。 実在する物質から大きさや形・

構造などの全てを取り去つて, 物質としての質と

い う 面 か ら 考 え た の が 「 元 素 」 で あ る 。 現 代 化 学

の 先 駆 け と な っ た L ポー リ ン グ の 教 科 書 「 一 般

化 学 」 に 載 つ て い る 元 素 の 定 義 を の せ よ う : 「 元

素とは,全原子が等しい核荷電(または原子番号)

をもつ物質である。」 だ か ら グ ラ フ ァ イ ト と ダ

イ ヤ モ ン ド を も っ て き て 並 べ て み る と き ,  どちら

も同じ原子番号の炭素という原子の集まりである

か ら ,  ど ち ら も 「 炭 素 と い う 元 素 」 で あ る 。 こ の

2つが物質変化の点で共通にもっている質一 そ

れが元素である。



近代化学が発展するときに, 元素は, 姿 ・ 形 は

変わっても不生不滅のものとして,  物質変化の諸

現象を理解するのに重要な役割を果たした。 20

世紀になり, 元素の不生不滅という永存性は否定

され, 元素は変化するという可能性がでてきた。

一 方 , 原 子 は , 物 質 を 分 割 し て ゆ く に 際 し て こ

れ以上に分けることはできないという最小の単位

として理解された。 この最小単位をァトモスとい

う 。 イ ン ド で も ,  物質が極限的微粒子から成り立

つているとする極微 ( ご く み )  論がとなえられた。

古代ギリシャとインドの哲学は類似点が非常に多

い。 ペルシャを通じての思想の交流があったので

あ ろ う 。 そ し て 2 0 世 紀 初 頭 に な っ て , 原 子 核 と

電子が発見され, この2つを組み合わせたものと

していろんな種類の原子が具体的に理解できるよ

うになったのである。 じっはこれには放射線が決

定的に重要な役割を果たしたのであるが, こ の こ

とはフォー ラム会員に対しては説明するまでもな

い こ と で あ ろ う 。

元素発見の金メダリスト

「化学元素一 発見のみち」 (D. N. ト リ フ オ

ノ フ 著 , 内 田 老 鶴 圃 ) に よ れ ば ,  古 く か ら 知 ら れ

て い た 元 素 ( C , S , F e , C u , Z n , A s , A g , S n , S b ,

Au, rig , P b , B i ) を 別 に す れ ば , 残 り の ほ ぼ 9 0 種

の元素については誰が発見したかがきちんとわか

っているのだそうである。 発見数の記録保持者は

ス ェーデンのシェー レ で ( F , C 1 , 0 , M n , M o , B a ,

W) 7 つ , 銀 メ ダ リ ス ト は イ ギ リ ス の ラ ム ゼ ー で

( A r , H e , K r , No, X e ) 5 つ ,  以 下 4 元 素 発 見

者 , 3 元 素 発 見 者 と 続 く 。 放 射 性 元 素 は ,  キ ュ ー

リ 一夫妻が発見したPc と R a が あ る 。 国 別 で 見

る と ,  ス エーデン科学者の発見が23 (希土類元

素 や 鉱 物 に 含 ま れ る 元 素 が 多 い ) で 第 1 位 , 次 が

イ ギ リ ス の 2 0 ( H , 0 , N , H e , No, A r , N a , K , C a ,

Mgなどなじみのある元素),つぎがフランスの 15

個 ( C r , B e ,  B, 1, B r , R a , P o ,  E u な ど ) ,  第

4 位 は ド イ ツ の 1 0 個 ( Z r , U , T i , C d , Go など)

である。

さ て ,  発 見 し た と 報 告 さ れ た も の の 後 で 間 違

い だ っ た こ と が わ か っ た 元 素 の 数 は お よ そ  100

個である。 こ れ ら 誤 り の 元 素 発 見 リ ス ト の な か に

ニ ツ ポ ニ ウ ム  (1908, 小川) の名が載つている。

お そ ら く  日本人が関わった元素発見物語の唯一の

も の で あ ろ う 。  吉原賢二氏の研究によれば, 小川

は原子番号75番の元素を手にしながらそれを43

番元素と思っていたとのことである。

発見とは別であるが, 原子番号93以上の元素

はいずれも原子炉や加速器を用いて人工的にっく

られ, ア メ リ カ が 他 を 圧 倒 し て い る 。 特 に 1 0 個

の超ウラン元素(PuAm ,Cm ,Bk ,C f , L r , Fm ,E s ,

Md, N o ) 合 成 に シーボークが関わっている。

現代における新元素合成法

原 子 番 号 1 0 7 番 以 後 は , 質 量 の 大 き い 2 つ の

原子核を静かに融合させる方法でつく られている。

ドイツが世界をリ ー ドしているが, ロ シ ア か ら も

ア メ リ カ か ら も 報 告 さ れ て い る 。 元 素 を つ く る の

はまるでオリンピックのような競争の世界なので

あ る 。 標 的 に 鉛 ( P b ) と か ビ ス マ ス ( B i ) を お い

て , 入 射 イ オ ン ビー ム と し て 鉄 ( F e ) や ニ ッ ケ ル

(Ni) をぶっける。 ぶっける際のエネルギーは慎

重に選ばれる。 原子核どうしの核融合反応で生成

し た で あ ろ う  と予想される新元素の原子は特定の

速度で飛行する (あらかじめ理論的な計算でわか

る ) の で , そ れ を 磁 場 や 電 場 の 中 で ち ょ う ど う ま

く検出器のところに到達するように調整する。 そ

の他のいろいろの生成物や分解物は検出器に入ら

な い よ う に し て お く 。  そして新元素の原子核が生

成してから検出器に到達するまでの (飛行) 時間

からその質量がもとめられ, さらに検出器内でっ

ぎっぎと起こる原子核崩壊の系列がくわしくしら

べられ,新元素1個の原子核の生成が確認される。

こうした実験を何日も,何週間も続けるのである。

日本でもいま

理化学研究所で113番元素合成を目指した実験

がいま続けられている(矢野:2002秋の原子力学

会 講 演 よ り ) 。  これが成功したら,  今度こそ日本

で 発 見 ( 合 成 )  さ れ る 初 め て の 元 素 に な り ,

Japonium と い う 名 が 候 補 に な っ て い る と い う 。

112番元素まではドイツが合成,114番元素はア

メリカが合成している。なお118番元素の合成も

報じられたが, 他機関の追試では再現されず, そ

れ が 捏 造 で あ る こ と が わ か り ,  報告者は追放され

た。 なお合成元素に対する命名権は, 他機関によ

る追試成功があって始めて与えられる。 だ か ら ま

だまだ先のことであるが,  期 待 し ま し ょ う 。



1921.12.12 - 2002.8.27

阪上 正信 先生をイ思ぶ
(金沢大理)中西 孝

2002 年 8 月  27 日, 本 フ ォ ー ラム会員の阪上正信先生が出

血性胃潰瘍のため急逝された。当日14時から16時まで福井

県美浜町の原子力安全監視委員会に出席, 帰宅された直後で

あった。

1921 年大阪市でお生まれになった先生は, 1943年束京帝国

大学理学部化学科を卒業後, 海軍技術科に応召された。戦後,,

愛知県,ついで兵庫県の中学校で教鞭をとられたのち,  1956

年岡山大学温泉研究所助手,岡山大学助教授を経て,1962年

金沢大学理学部化学科教授, 1975 年には金沢大学に新設され

た低レベル放射能実験施設の施設長に就任された。 1987 年金

沢大学を停年で退官され, 金沢大学名誉教授となられた。

岡山大学と金沢大学に在職された約 30年間に先生は放射化

学 ・ 核地球化学の分野で常に先導的かつ広汎なご研究を展開

され,  数々の輝かしい研究業績を残された。 学生の教育にも絶えず熱意を注がれ, 多くの卒

業生 ・ 修了生を社会に送り出された。先生の教育研究活動は放射化学・ 核地球化学にとどま

らず化学史や化学教育にまで及んだ。 また, ご活躍は大学での教育研究や管理運営だけでな

く , 小 学 生 ・ 中 学 生 ・ 高校生 ・ 市民の教育,国及び自治体の行政への 助 言 , そ し て 国 際 的 に

はIUPAC(国際純正応用化学連合)の委員やIAEAのシンポジウムなどを舞台にした活動など

実に多方面に及んだ。放射線教育フォーラムの会員としては,  l 9 98年葉山町で開催された

「放射線教育に関する国際シンポジウム( IsRE98)」 で 「天然放射線・ 放射能の教育」 の演題

で招待講演をされ, また本ニュ ー ス レ タ ー No.19(2001.3)には 「身近な日に見えないものと

教育」 と題する巻頭言を寄せておられる。研究論文のみでなく著書・総説 ・ 解 説 な ど も 多 数
執 筆 さ て い る 。

そのようなご活躍により,先生は仁科記念学術奨励金(1968 ) ,朝日学術奨励金(1973 ) ,地

球化学研究協会学術賞(1978), 石川テレビ賞(1979), 科学技術庁長官賞(原子力安全功労者表

彰)(1986), 日本化学会化学教育賞(1988)等, 数々の受賞をされた。 また 1997年には勲三等旭

日中緩章を受勲され, 日本放射線影響学会や日本放射化学会では名誉会員になられた。

ここに先生のご業績を称え , ご指導に感謝して心からご冥福をお祈りする次第である。ｫ

ニュ ー スレタ ー原稿募集のご案内»
編集委員会では, 会員の皆様からのご寄

稿 を お 待 ち し て い ま す 。 「会員の声」 は,

学校教育の場での体験談,新聞 ・ 雑誌の記

事に対する感想, 研修会等への参加記等,

多 少 と も 放 射 線 ・ 原子力 ・ エ ネ ル ギ ー の関

係するもので,1000字以内です。「放 射 線 ・

放射能ものしり手帳」 は難し い話題をおも

し ろ く 親 し み や す い 読 み 物 で 解 説 す る も の

で 2 0 0 0 字 以 内 。 投 稿 は で き る だ け , 電 子 メ

ー ル で お 願 い し ま す 。 発 行 は , 3 月 , 7 月 ,,

11月の年3回です。

4ｫ

「放射線教育」 原稿募集のご案内»
NP0法人放射線教育フォ ー ラム発行の論

文集 「放射線教育」 で は , 広 く 放 射 線 教 育

に有益と考えられる内容の原稿の投稿をお

待ちしております。編集委員会で審査の上,

採用の可否を決め, 一部改定をお願いする

こ と も あ り ま す 。 詳 し く は お 手 元 の 最 近 の

「放射線教育」 の巻末のペ ー ジ を ご 覧 下 さ

い。 な お , 著 者 に は 表 紙 付 き の 別 刷 り 3 0 部

を無料で提供します。



第2回国際放射線教育シンポジウム(lSRE' 2002) 参加顛末記

堀内公子 (大妻女子大学社会情報学部)

図 1 .  物理学研究所前での記念撮影

昨年暮も押し迫つてから突然、 2 0 0 2 年 夏 第 2  回

国 際 放 射 線 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム ( IsR E ' 2 0 0 2 )  をハ

ン ガ リ ー で開催する旨のFAX が フ ォ ー ラム事務局

に 入 つ た 。 フ ォ ー ラ ム と し て は 2 0 0 4 年 に 長 崎 で 第

2 回 を 開 催 す る こ と を 予 定 し 、 い よ い よ 計 画 を 具 体

化 さ せ よ う と し て い た 矢 先 の こ と で あ っ た 。 て ん や

わ ん や の 中 に も と に か く こ の 「お知らせ」 は急進フ

ォ ー ラムのホ ー ムページに掲載され全国の会員に流

された。 そして最終的には日本から松浦先生他 10

名(同伴者を含む)が参加した。

第2回国際放射線教育シンポジウム(IsRE'2002)

は'02/8/21-8 / 2 5 に ハ ン ガ リ ー 西部の学園都市デ

プレッセンの大学で開かれた。折しも、・ ヨ ー ロ ッ パ

の 大 雨 に よ る ド ナ ゥ 河 の 增 水 は い よ い よ ブ ダ ペ ス ト

に達したと報道されており、いささか不安の念を抱

き な が ら 8 月 1 9 日 台 風 襲 来 に よ る 大 雨 の

中日本を出発した。 しかしブダペストは快

晴で、 ドナゥ河周辺以外殆ど影響はなく、

無事ブダペストから列車でデプレッセン市

に到着することが出来た。

会場はデプレッセン大学実験物理学研究

所 で 、  申し込んだ宿舎の学生寮(Studen t

Hotel ) か ら ド ラ ム ( 市 電 ) で 4 つ 日 の 位

置にあった。 荷物を置いて直ぐ会場へ と 向

かい登録を済ませプログラムを買っ た 。 こ

こで初めて詳細な時間割がわかった。 今ま

での案内は最初のFAX 以 外 全 て イ ン タ ー

ネ ッ ト を 通 じ て 行 わ れ 、 申 込 み も 同 様 で あ

っ た 。 プ ロ グ ラ ム も パ ソ コ ン に よ る 手 作 り

で 、 ア ブ ス ト ラ ク ト は な か っ た 。 プ ロ グ ラ

ムによると参加者は外国からの同伴者も含

め て 6 9 名 と こ じ ん ま り し て い た が 、  参 加 者 は 1 8 ヶ

国 に 及 ん で い た 。 日 本 か ら の 参 加 者 1 1 名 は ハ ン ガ

リ ー の 2 7 名 に 次 ぐ も の で あ り 、 国 際 放 射 線 教 育 シ

ンポジウムを立ち上げた国としての面目を保つてい

た。69名の中で葉山の第一回に参加した人はハン

ガ リ ー3 名 、  日 本 4 名 、  ト ル コ 1 名 の 合 計 8 名 で あ

った。

メ イ ン 会 場 の 階 段 教 室 で は P r o f. D.Ber6nyi

(Debrecen大)の 「Importance of nuclear orientation in

physics education 」 を皮切りに基調講演や招待講演、

放射線教育関係の一般講演(21 件 ) が 行 わ れ 、 午

後からのワ ー ク シ ョ ッ プ は セ ミ ナ 一室二つを適当に

使って放射線教育のトピックス的話題、研究の話、

コンピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 ( 1 4 件 ) が 中

心であった。ポスタ ー セ ッ シ ョ ン ( 8 件 ) は コ ー ヒ

ー ブレイクの部屋に展示された。 二日目の午後には

希望者がデプレッセン大学実験物理学部および核研

究部を見学した。四日目午前の最終セッションは松

浦先生の招待講演 「Necessity of radiation education
based on new information - what we can learn from

Hiroshima and Nagasaki」 で 締 め く く ら れ た 。
午 後 は い よ い よ デ プ レ ッ セ ン か ら 4 1 k m 離 れ た

ホ ル ト バー ギへの 期 待 の プ ス タ ・ ツ ア ー と ク ロ ー ズ

イ ン ク ・ デ ィ ナ ー で あ る 。 ガ イ ド ブ ッ ク に よ る と ホ

ル ト バー ギ は ハ ン ガ リ ー 大平原を代表する平原の町

で そ こ で 牧 童 に よ り 繰 り 広 げ ら れ る 馬 を 操 る シ ョ ウ

( ガ イ ド ブ ッ ク は こ れ を プ ス タ ・ ツ ア ー と 称 し て い

た ) は 一 見 に 値 す る と の こ と で わ く わ く し て い た 。

しかし広い大平原の牧場に到着した時は既に5時を

回 つ て い て デ ィ ナ ー までの僅かな時間厩舎に繋がれ

た馬を見るか、 レストランの近くの土産物店や出店

をl現く程度のことしか出来なかった(プスタ本来は

平原を意味する由)。

最終日 ( 2 5 日 ) は オ プ シ ョ ナ ル プ ロ グ ラ ム の 高

図2. 会場風景(松浦先生の講演)



ラ ド ン 村  「Matraderecske」 訪問ツア ー で、 こ れ も 楽

し み の 一 つ だ っ た 。 村 は デ プ レ ッ セ ン と ブ ダ ペ ス ト

とのほぼ中間の北部台地の辺に位置しており、 ブ ダ

ペストから来た主催者側の人達も含めて参加者24、

5 名 が 帰 り 支 度 の 大 き な ト ラ ン ク と 共 に l 台 の マ イ

ク ロ バ ス と 2 、 3 台 の 乗 用 車 に 分 乗 し て 出 発 し た 。

従来地質学的に見てハンガリ ー には健康に影響を及

ぼ す よ う な 高 ラ ド ン 地 域 は 存 在 し な い と 多 く の 学 者

達 は 考 え て い た 。 と こ ろ が l 9 9 2 年 ふ と し た き っ か

け か ら 「Matraderecske」 村の民家の地下室でラドン

濃度が異常に高いことが発見された。 そしてこの年

T o t h さ ん を 中 心 に こ の 小 さ な 村 か ら 「Hungarian

School Network of Radon Survey」 が発し、全国展開
して現在に至っているという。小学校の子供たちが

G M カ ウ ン タ ー を用いてラドン濃度を測定し、測定

を通してラドンが日々変化することを初め多くのこ

とを学んだ。子供たちの勉強の成果は親たちへ、 親

戚へ、近隣の人々へと波及し、ラドンについて、放

射線についての知識を多くの人々が身に付けてきて

いる。また全国の屋内ラドン濃度測定は CR 3 9 を 用

いて行われているとのことであった。

村の民家の庭でお茶を頂いた後、 地下室を見学し

た。 地下室には測定器が置かれ測定が続けられてい

た 。 こ の 村 の 屋 内 ラ ド ン 濃 度 の 高 い と こ ろ は 1 , 0 0 0

̃3,000  Bq/m3 も あ る と 言 う  (800 Bq/m・' 以上の場所
は軽減措置がとられている)。民家の近くには珍し

い 、 ブ ル ー の四角い朝顔が咲き、海水のように塩分

の濃い井戸もあって皆で味わってみた。

その後近くに湧出する非常に濃い炭酸ガスを利用

した治療施設を見学した。 そして大きな風船で炭酸

ガスの位置を見極めながら炭酸ガス泉の体験入浴を

行った。毎日 10分程度胸までの入浴を繰り返すと

新陳代謝を促進して体調が改善されると Tolh さ ん

から説明があった。 「Matraderecske」 村地域が異常

に高いラドン濃度を示すのは、古く大陸の成り立ち

にまで遡る地質学上の特殊事情によるとのことであ

る が 、 高 濃 度 の 炭 酸 ガ ス 泉 、 四 角 い 朝 顔 ( ? ) 、 高

塩分の井戸の湧出等も関係があるのかもしれない。

第 2 回 ハ ン ガ リ ー 大会はこのツア ー を最後に終了

した。小規模ながらat  homeな会合で、準備は殆ど

が パ ソ コンを駆使しての手づくりであった。多くは

地続きのヨ ー ロッパ圈内からとは言え声を掛けただ

け で 1 8 ケ 国 か ら の 人 々 が 集 ま る お 国 柄 故 、 地 球 の

ほぼ裏側の日本のような島国の場合とは大変な違い

である。2年後の第3回長崎大会に呼び掛けだけで

参加してくれる国はどの位あるのだろうか。

今回参加してハンガリ ー は国民全体の放射線に関す

る知識レベルはかなり高いと思われた。 ハ ン ガ リ ー

の約10倍の人口はある日本で、国をあげて放射線

教育推進を図る事はかなり厳しい事には違いない。

しかし重要にして急務な課題であることを改めて感
じた.

学会の後は温泉国ハンガリ ー の 温 泉 4 箇 所 を 駆 け

巡つて、10日間の旅を終えた。ｫ

受章のお知らせ»

有馬朗人会長に英国の 「名誉大英勲章第二位

/KBE or DBE」 (Knight or Dame commander

of the British Empire)が授与されました。
有馬先生は、 研 究 を 通 じ て 日 本 と 英 国 と の 強

力な絆を数多く築かれました 。 と く に 理 研 理 事

長時代には、Rutherford Appleton Laboratoryと
の 交 流 を 育 ま れ 、 先 駆 的 な ミ ュ ー オン科学の発

展 に 寄 与 さ れ ま し た 。 こ れ ら の 貢 献 が 高 く 評 価

され、 今回の叙勲が実現しました。
叙勲式は2002年9月27日英国大使公邸にお

い て 行 わ れ 、 お 名 前 の 後 に 「KBE」 の略称がっ

けられます。Londonのセントポ ー ル大聖堂には、

受勲者の功績に敬意を表する場所が設けられて

います。

フ ォ ー ラム顧問の安 成弘氏 (束京大学名誉

教 授 ) は 、 秋 の 叙 動 ( 1 1 月 ) で 「勲三等瑞宝章」
を受けられました。ｫ

事務所移転のお知らせ»

私 ど も 放 射 線 教 育 フ ォ ー ラ ム は 、  こ れ ま で 港 区

升 本 の 事 務 所 に て 仕 事 を し て 参 り ま し た が 、  お

蔭 様 で 業 務 も 発 展 し 、  こ の 度  (社 )  日本原子力

産 業 会 議 殿 の お 取 り 計 ら い で 下 記 に 移 転 い た し

ましたので御通知を申し上げます。

束京都千代田区霞ヶ関3-3-1 尚友会館B IF

(〒100-0013)

Tel: 0 3-3591-5366 FAX:03-3591-5367
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広報・研究情報室の新事業

「出前講演会」の紹介

(財)環境科学技術研究所

笹川 澄子

本ニュ ー スレタ ーNo20  2001.7で、 筆者が所

属する研究所で平成13年4月装い新たに発足し

た広報 ・ 研究情報室を紹介いたしました 。 新し

い 室 は 従 来 の 事 業 を 引 き 継 ぐ と と も に 、 新 規 事

業 も 展 開 し て お り ま す 。 その一つ 「住民 ・ 専門

家の対話集会」 を 紹 介 い た し ま す ( 参 照 : 環境

研ニュ ー ス 第 3 6 号 2 0 0 2 年 2 月 、 8 頁 ) 。 事 業 の

趣 旨 は 、 科 学 、 環 境 、 エ ネ ル ギ ー 、原子力等に

かかわる事柄に対して一般の皆様の 「知 り た い」
と い う ご 要 望 に お 応 え し 理 解 を 深 め て い た だ く

こと、そして科学の知識や最新知見を提供し一

緒 に 考 え て い こ う と す る も の で す 。 広 告 や チ ラ

シ 等 で は よ り 親 し く 理 解 い た だ く た め に 「皆様

のお近く へ専門家を派遺し、 出前講演会をいた

します」 と し て お り ま す。 そ の た め 、 講 演 料 や

交通費などはいただきません 。 ま た 、 臨 機 応 変

にきめ細かく対応することを心がけております。
その他の条件は概ね下記の通りです。

い つ : 平 日 、 土 ・ 日曜日、祝祭日を問いませ

ん 。 時 間 帯 は 昼 ( 朝 9 時 ̃ 夕 方 6 時 頃 ) 、 夜 の

時間帯などもご相談ください。 1 回 1 ̃ 1 時 間

半が日安です。
ど こ で : 環境研の専門家がご家庭、町内会、病

院、生涯学習教室、公民館、各種学校などへ
お伺いいたします。

ど な た で も : 年齢 ・ 性別 ・ 職 業 を 問 わ ず 3 名 様

以上のお集まりからご利用いただけます。
テ ー マ

1.科学 : く ら し と 科 学 、 科 学 ( 理 科 ) と は 何 か 、

科学の歴史、その他

2.環境 : 環境とは、環境問題、環境ホルモン、

その他

3 . 放 射 線 ( 能 ) : 放 射 線 ( 能 )  と は 何 か 、 放 射

線の人体影響、 く ら し の 中 の 放 射 線 、 産 業

で使われる放射線、 医療で使われる放射線、

その他

4.エネルギー : 地球にあるエネルギー 源 、 そ の

他

5.原子力 : 原子力と環境とのかかわり、使用済

み核燃料の再処理 ・ 地層処分、その他

6.その他 : 環境研の紹介、生活の間題など身近

な話題

昨年度は 8 月末からようやく活動を開始し広

くお知らせできなかったこともありましたが、14

件 の 申 し 込 み を い た だ き ま し た 。 担 当 者 と し て

は六ヶ所村内を始め県内外の様々な方々と直に

接し多様な収穫 ・ 情報も得ることができました。
原 子 力 業 界 は 間 断 な く マ ス メ デ ィ ア で 報 じ ら

れる事故などのためにますます不利な立場に追

い や ら れ て い る よ う に 見 受 け ま す 。 し か し 、 適

切な代替を見いだせない現在、 地球規模での環

境 破 壊 問 題 と も 相 ま っ て 、  原子力は重要なエネ

ルギー 源 で あ る こ と に 変 わ り あ り ま せ ん 。原子
力エネルギー の利用は地元県や地域の皆様の多

大な支持 ・ 支 援 を 必 要 と し ま す 。 そ し て 、 こ の

支持 ・ 支援は原子力やさまざまな科学技術に対

す る 十 分 な 理 解 に よ っ て こ そ 培 わ れ る も の と 認

識 し て お り ま す。
担 当 者 と し て 「出前講演会」 活動を通じて、

地域の皆様に原子力や放射線を始め科学技術に

関 す る 情 報 に 広 く 接 し て い た だ き 、 結 果 と し て

わが国の原子力エネルギー 事業が円滑に進むこ

と に 幾 ば く か 貢 献 で き れ ば と 考 え て お り ま す 。
今後とも会員諸兄姉の皆様方のご支援ご指導を

賜りますょうぉ願い申し上げます。
本件に関するご質問ご提案等は筆者(TEL:0175-

71-1246 e-mail:ssgw@ies.or.jp)までお寄せ下されば

幸いです。ｫ

学校教員を対象としたセミナー ・ 実施状況»
2002年度 「学校教員を対象としたセミナ ー 」 の開催予定にっ き ま し て は , ニ ュ ー スレタ ー No23

(2002年6月発行) でお知らせしましたが, 現在までに下記の5地区で予定通り実施されました。

地

関西

北海道地区

九州地区

静岡 ・ 山梨地区

愛知 ・ 岐阜 ・ 三重地区
東北地区

札幌

福岡

浜松

犬山

青森

日 世話人代表

8/6̃7

8/6̃7

8/7、,8

8/9

8/27̃28

10/19

野 武
一

一正
能

雄

智

亮

良

I
秀

美

黒

島

谷

寺
谷

石

高

長

山

荒

加教

52

7 1 名

4 1 名

6 4 名

5 9 名

l 4 名



2001年度予算・決算及び2002年度予算額 (2002年6月)

m 部 一 一

前年度繰越金

個人入会金・会費

団体会費

寄附金

資料頒布

助成金

雑収入

収益事業収入

借入金

(収入合計)

2001年度予算額 2002年度予算額

680,000
4,350,000

500,000
50,000

1,600,000
300,000

1,000,000

8,480,000

273,803

620,000
5,550,000

500,000
260,000

3,600,000
226,197
560,000

11,590,000

273,803
459,000

3,420,000
183,720

2,000

60,503
1,075,397

5,474,423

( 2 )  支出の部

A 事 業 量

国内シンポジウム等開催費

国際シンポジウム準備費

ワークショップ開催貴

5集委員会費

定期刊行物印刷費・配布費

不定期刊行物印刷費・配布量

政策提言関係費

(事業費合計)

B 管 理 量

総会開催費

理事会/理事連結会費

幹事会費

会員名薄印刷費

支部経費

事務局経費合計

(事務所借上代)

(事務用品費)

(人件費)

( 電 話 ・ F A X / イ ン ターネット代)
(郵便・連接費)

(会a費)

(雑費)

会計監査費

予備費

信入金返済

納 税 ( 国 税 ・ 事 業 税 )

(管理責合計)

(支出合計)

610,000
100,000
800,000
164,000
510,000

1,360,000
50,000

3,594,000

258,850
1,263,640

220,000
75,000

0

756,000
484,200

2,712,560
348,000
200,000

370,000
150,000
657,750
500,000

7,996,000
11,590,000

170,808
9,040

350,708
70,810

342,718
201,967

1,146,051

103,212

78,890
9,400

42,000
0

756,000
473,824

1,235,395
200,981
192,514
117,885

92,246
100,000
95,810

500,000

3,998,157
5,144,208

669,000
100,000
640,000
164,000
475,000
330,000
30,000

2,408,000

57,000
688,600
190,000
7S,000
50,000

756,000
454,200

2,494,800
252,000
120,000

60,000
170,000
176,000
328,400

0
200,000

6,072,000
8,480,000

0 330.215 0

放射線利用振興協会よりの役務契約による収支は下記参照のこと

( 1 )  収入の部

役務契約による収入

(放射線利用振興協会より)

受取利息

(収入合計)

2001年度決算額 2002年度予算額

9,198,000

9,198,000

7,602,000

52
7,602,052

( 2 )  支出の部

各地区及び本部

(支出合計)

7,600,545
7,600,545

9,198,000
9,198,000

差引残高 1,507 0

l:



N P 0法人放射線教育フォ ー ラ ム 2 0  0 2 年 ・  2 0  03年度役員名薄

理事・会長 有馬朗人 (参議院議員 ・前文部大臣兼科学技術庁長官・元束京大学総長)

理事・副会長 飯利雄一 ((社)日本原子力産業会議常任相談役)
山寺秀雄 (名古屋大学名誉教授)

理事 江田稔(前文部科学省主任視学官)

大橋國雄 (千葉大学名誉教授)

河村正一(前神奈川大学)

小高正敬 (若狭湾エネルギー研究センター)

田中隆一 ( ビー ム ・ オ ペ レ ーション(株))
長谷川圀彦 (静岡大学名誉教授)

廣井 禎(前筑波大学附属高等学校)

松浦辰男(立教大学名誉教授)

大野新一 (理論放射線研究所)

加藤和明(茨城県立医療大学)

菊池文誠(東海大学理学部)

高木伸司 (神奈川大学理学部)

中村眞基 (元都立医療技術短期大学)

播 磨 良 子 ( ( 株 ) C R  C ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ )

堀内公子 (大妻女子大学社会情報学部)

峯岸安津子(神奈川大学総合理学研究所)

監事 荒谷美智((財)環境科学技術研究所) 金子正人 ( (財)放射線影響協会)

幹事 朝野武美 (大阪府立大学先端科学研究所)

石黒亮二(北海道大学名誉教授)

岩崎民子(前(財)放射線影響協会)

佐伯邦子 (秋田経済法科大学附属高等学校)

佐久間洋一(核融合科学研究所)

伊藤泰男(東京大学原子力総合センター)

今井靖子 (前放射線医学総合研究所)

木村捷二郎(大阪薬科大学)

佐伯正克 (日本原子力研究所特別研究員)

白 形 弘 文 ( 日 本 エ ク ス ク ロ ン ( 株 ) )

杉 暉夫 (元日本原子力研究所束海研修センター )
砂屋敷 忠(前広島県立医療短期大学) 高島良正((財)九州環境管理協会)

竹田満洲雄(東邦大学理学部) 鶴田隆雄(近畿大学原子力研究所)

唐木 宏(元攻玉社高等学校) 中西孝(金沢大学理学部)

西尾信一 (埼玉県立上尾東高等学校) 坂内忠明(放射線医学総合研究所)

古屋廣高 (九州大学名誉教授) 三門正吾(千葉県立鎌ケ谷西高等学校)

宮澤弘二 (東京家政大学附属女子中学高等学校)

村石幸正 (東京大学教育学部附属中等教育学校)

渡部智博 (立教新座中・高等学校)

顧問 安成弘(東京大学名誉教授)

久保寺昭子(東京理科大学名誉教授)

後藤道夫 (前明治大学理工学部)

篠崎善治(元都立アイソトープ総合研究所)

村主進(原子力システム研究懇話会)

伏見康治(大阪大学・名古屋大学名誉教授)

山口彦之 (東京大学名誉教授)

事務局長 松浦辰男 (立教大学名誉教授)

渡利一夫(元放射線医学総合研究所)

今 村 昌  (理化学研究所名誉研究員)

熊取敏之(元放射線医学総合研究所所長)

斎藤信房(東京大学名誉教授)

清水栄(京都大学名誉教授)

更田豊治郎 ((財)日本海洋科学振興財団)
松平寛通 (元放射線医学総合研究所所長)ｫ

「第3回放射線教育に関する国際シンポジウム」 ( I S R E 0 4 )  の予告»
す で に 皆 様 に ご 案 内 し て い ま す よ う に 、 フ ォ ー ラ ム が 中 心 に な っ て 2 0  0 4 年 8 月 2 2 日 ̃ 2 6 日 に

長崎で 「第3回放射線教育に関する国際シンポジウム」 ( I  S R E 0 4 ) を 開 催 す る こ と と し 、 そ の

準備を進めています。会場は 「長 崎 ブ リ ッ グ ホ ー ル」 を 予 定 し て い ま す 。 こ の こ と は 、 本 年 8 月 に ハ

ン ガ リ ー で開催された第2回シンポジウムですでに会員の皆様にお送りした簡単なプレサ ー キ ュ ラ ー

を配布して広報が行われました。 現在考えられている討論主題(分科会形式も採用? )は、 「学校にお

ける放射線教育」 「環 境 / エ ネ ル ギー /経済発展の調和」 「低レベル放射線影響とリスク」 「原爆災

害の実態と核廃絶への取り組み」 「放射線の利用」 「放射線 ・ 原子力報道の在り方」 などです。計画

の進捗状況は逐次インタ ー ネ ッ ト ( h t t p:f/w ww.ref.or jp) で発表いたします。



2002年度勉強会プログラム

日時 : l l 月 2 3 日  13:00、 17:00

場所 : 科学技術館(北の丸)6階第1会議室

開会の換拶

松浦 辰 男 ( フ ォ ー ラム事務局長)

「これからのエネルギー問題」
中村 正雄(科学ジャ ー ナ リ ス ト )

「原子力のロマンと哲学」
後藤 茂 ( グ ロ ー エネ後藤研究所

元衆議院議員)

「高等学校の総合学習におけるエネルギー

・ 環 境 問 題」
佐伯 邦子(秋田経法大附属高校)

「原爆と原子力の平和利用一

総合的学習のトピックスとして」
松浦 辰男 (フォ ー ラム事務局長)

事務報告 : バ ッ ク エ ン ド か ら の 支 援 に よ る

印刷物 事務局

閉会の換拶

懇親会 17:30̃19:00

委員会便り

「リスク検討委員会」
委員長 河村 正一

現 在 , 松 浦 辰 男 , 加 藤 和 明 、 村 主  進 , 飯

利 雄 一 , 唐 木  宏 , 高 木 伸 司 ( 順 不 同 ) の 各

委員のご参加を得て活動しており,河村正一

が そ の お 世 話 を し て い ま す 。 リ ス ク と い う 言

葉 は 広 い 分 野 で 使 用 さ れ て い ま す の で ,  定義

や 対 応 が 個 人 に よ っ て 異 な り , 若 干 進 行 に 時

間 が か か っ た よ う に 思 わ れ ま す 。 今 ま で に 1

4 回 の 委 員 会 を 開 催 し ま し た が , そ う 簡 単 に

処理できる対象でもないように思われます。

委員会で検討の結果, 放 射 線 ・ 原子力な

ど の 白 然 な 姿 を 無 理 な く 理 解 で き る 教 材 を つ

く る こ と 。  「総合的な学習の時間」 の た め

の 高 等 学 校 の 先 生 の 指 導 書 を 作 成 す る こ と に

決 ま り , こ れ を 日 標 と し て 作 業 し て い ま す。
こ の 指 導 書 は , 現 在 の と こ ろ 9 章 に な る 予

定です。各章の表題, 執筆者は決定していま

すが, 全体の原稿の内容を見て委員会で審議

して或いは若干調整する余地を残しています。

「総合的な学習の時間」 は , 多 岐 に わ た っ

て い ま す の で 授 業 を 行 う 先 生 方 に と っ て は ご

負 担 が 多 い と 思 わ れ ま す 。  この指導書が先生

方 の ご 負 担 を 軽 減 し , 分 か り や す い 記 述 に な

ればと思ってい ます。ｫ

会務報告»

(2002年度)

6 月 2 2 日  第1回総会 ・ 勉 強 会 ( 升 本 ビ ル 2 F , 4 3

名)

6 月 2 9 日  実 験 材 料 検 討 委 員 会 ( 升 本 ビ ル 2 F , 7

名)

7 月 9 日  第 2 回 理 事 連 絡 会 ・ セ ミ ナ 一 運営委員

会 ( 升 本 ビ ル 2 F , 1 5 名 )

8 月 1 6 日  リスク問題検討委員会(升本ビル2F ,

7 名 )

9 月 6 日  役委員選出規定検討準備委員会(升本

ビ ル 2 F , 5 名 )

第2回理事会 ・ セ ミ ナ 一 運営委員会(升

本ビル2F,16名)

9 月 7 日  加速器委員会 (升本ビル2F,7名)

9 月 2 0 日  各地区セミナ 一 世話人打ち合わせ(升

本ビル2F , 1 4名)

1 0 月 4 日  第3回理事連絡会 ・ セ ミ ナ 一運営委員

会 ( 升 本 ビ ル 2 F , 1 0 名 )

1 0 月 1 8 日  第 2 回 編 集 委 員 会 ( 尚 友 会 館  2 B , 6

名)

1 1 月 1 2 日  第 4 回 理 事 連 絡 会 ・ セ ミ ナ 一 運営委員

会 ( 尚 友 会 館 8 F , l 3 名 )

1 1 月 2 3 日  勉強会(科学技術館6F)ｫ

編集後記»

今年はノ ー ベル化学賞、 ノ ー ベル物理学賞と、

たて続けに日本人が受賞しました。心よりお祝い申

し上げます。

ノ ー ベル物理学賞のもととなったニュ ー ト リ ノ の

観測はもともと陽子の崩壊を見るための装置でした。

結 局 、 現 在 の と こ ろ 、  陽子が崩壊するのは観測でき

ま せ ん で し た が 、 こ の よ う な 結 果 を 得 る こ と が で き

ました。こんな話が興味深く、また小学生でも理解

で き る く ら い 分 か り や す く 語 ら れ る よ う な 資 料 が 提

供できればと、 思います。

(坂内 忠明 記)

放射線教育フォ ー ラム編集委員会
大 橋 国 雄 ( 委 員 長 ) 、 坂 内 忠 明 ( 副 委 員 長 ) 、 今 村  昌、

大野新一、菊池文誠、小高正敬、村主 進、堀内公子、

村石幸正

事務局 : 〒100-0013 東京都千代田区霞ヶ関3-3- 1 尚友

会館B IF

Tel: 0 3-3591 -5366

FAX:03-3591 -5367,,

E-mail:mt01 -ref@kt.rim.or.jp,,

HP:http://www.refor.jp
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